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稲 垣 恭 子 
 
 教育学研究科は、大学院を中心とした組織再編によって、平成 30 年度からこれまでの２専攻（教育
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ことも期待される。 
 組織再編やカリキュラム再編には、研究・教育の新しい方向や展開の可能性が開かれる一方で、盛り
だくさんになりすぎてかえって方向性を見失ってしまう危険も伴う。研究型大学としてのプログラムと
資格プログラムとのバランスという問題もある。研究科全体の再編によって、臨床心理学の将来をあら
ためて見直す機会になればと思う。 
 
